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残
っ
て
い
る
の
で
、
方
向
転
換
な

り
が
で
き
る
よ
う
最
後
ま
で
努
力

し
た
い
。

　
　
百
人
を
超
す
待
機
児
の
一
方
、

家
庭
保
育
室
は
百
人
以
上
の
空
き

が
あ
る
。
高
い
家
庭
保
育
室
の
保

育
料
を
公
立
保
育
園
と
同
一
に
す

べ
き
だ
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
公
立
保
育
園
と
家
庭
保
育
室

の
保
育
料
の
格
差
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
家
庭
保
育
室

利
用
保
護
者
へ
の
助
成
を
拡
充
し
、

そ
の
縮
小
に
努
め
て
い
る
。

　
保
育
料
は
、
公
立
保
育
園
で
は

世
帯
の
所
得
税
額
及
び
市
民
税
課

税
額
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
家
庭
保

育
室
で
は
各
施
設
が
決
め
て
い
る
。

　
家
庭
保
育
室
の
平
均
的
な
保
育

料
か
ら
市
の
助
成
に
よ
る
保
育
料

軽
減
費
を
差
し
引
い
た
保
育
料
と

公
立
保
育
園
の
保
育
料
を
比
較
す

る
と
、
給
与
収
入
三
百
万
円
の
世

帯
で
一
万
五
千
八
百
円
、
五
百
万

円
の
世
帯
で
一
万
八
千
百
円
の
格

差
が
存
在
す
る
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
も
順
次
格

差
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
増
税
で
市
民
生
活
が
大
変
で

あ
る
。
所
得
の
控
除
が
で
き
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
」
を
要
介
護
認
定
者
全
員
に
送

る
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
十
八
年
の
川
越
市
に
お

け
る
要
介
護
認
定
者
数
の
状
況
は
、

要
介
護
一
は
千
八
百
九
人
、
要
介

護
二
は
千
二
百
九
十
二
人
、
要
介

護
三
は
千
三
百
八
十
六
人
、
要
介

護
四
は
千
百
八
十
三
人
、
要
介
護

五
は
八
百
三
十
一
人
で
、
六
千
五

百
一
人
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
毎
年
一

月
に
発
行
し
て
い
る
広
報
川
越
で

周
知
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
は
、
よ
り
一
層
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
要
介
護

認
定
者
全
員
に
対
し
、
障
害
者
控

除
の
お
知
ら
せ
文
書
に
併
せ
、
申

請
書
も
送
付
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
低
賃
金
や
無
法
で
働
く
人
が

苦
し
ん
で
い
る
。
「
ポ
ケ
ッ
ト
労

働
法
」
を
成
人
式
で
配
る
な
ど
、

働
く
人
に
権
利
を
知
ら
せ
る
取
り

組
み
を
独
自
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
最
低
賃
金
や
労
働
組
合
等
に

つ
い
て
も
、
「
ポ
ケ
ッ
ト
労
働

法
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
組
合

で
の
団
体
交
渉
に
至
ら
な
い
方
、

正
規
就
労
で
な
い
方
の
雇
用
改
善

を
行
政
と
し
て
努
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、
雇
用
側
で
あ
る
企
業
の

発
展
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
川
越
市
と
し
て
は
、
今
後
も
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
協
力
し
な
が

ら
、
雇
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
な

ど
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
多
く
の

効
果
的
な
例
を
参
考
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
働
く
人
が
快
適
な
状
況

で
安
心
し
て
、
良
い
待
遇
の
下
で

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
「
消
え
た
年
金
」
市
民
の
不
安

を
な
く
す
た
め
、
市
は
、
市
民
に

代
わ
っ
て
社
会
保
険
事
務
所
に
加

入
記
録
の
照
会
を
行
う
照
会
代
行

を
急
い
で
や
る
べ
き
だ
。

　
　
今
回
の
問
題
の
根
底
に
は
、

年
金
制
度
特
有
の
「
申
請
・
届
出

主
義
」
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国

の
対
策
も
、
加
入
履
歴
等
の
情
報

提
供
や
呼
び
か
け
は
行
う
が
、
届

出
を
行
っ
た
方
の
み
を
救
済
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
「
年
金
保
険
料
納
付
記
録
の

照
会
届
出
書
」
を
市
の
窓
口
で
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
回
答
し
て
も
ら

う
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
も

実
施
の
方
向
で
進
め
た
い
と
の
意

向
が
あ
っ
た
の
で
、
更
に
具
体
的

な
協
議
を
し
、
早
期
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
地

・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
に

つ
い
て
の
川
越
市
の
取
り
組
み
は
、

伊
佐
沼
周
辺
と
北
山
田
地
区
だ
が
、

川
越
市
全
域
に
拡
げ
る
べ
き
だ
。

　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
は
、
食
料
の
安
定
供
給
や
、

農
地
等
の
機
能
維
持
の
た
め
、
地

域
で
行
う
農
業
基
盤
の
保
全
管
理

や
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る

営
農
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
地
区
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
農

振
農
用
地
を
対
象
に
積
極
的
に
環

境
保
全
に
取
り
組
む
地
域
で
あ
り
、

農
業
者
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外
の

方
々
の
参
加
も
前
提
と
な
る
た
め
、

活
動
組
織
の
体
制
づ
く
り
な
ど
、

十
分
視
野
に
入
れ
な
が
ら
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
国
の
地
方
へ
の
負
担
軽

減
策
等
も
慎
重
に
見
守
り
な
が
ら
、

ま
た
、
県
等
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
こ
の
対
策
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
南
古
谷
地
区
の
人
口
の
急
増

に
よ
る
地
区
内
の
学
校
を
巡
る
諸

問
題
、
特
に
県
道
並
木
川
崎
線
拡

幅
に
伴
う
南
古
谷
小
学
校
へ
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
計
画
さ
れ
て
い
る
県
道
拡
幅

工
事
が
行
わ
れ
る
と
、
手
狭
に
な

っ
て
い
る
南
古
谷
小
学
校
の
校
地

が
、
更
に
縮
小
し
て
し
ま
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
一
方
、
車
道
の
幅

が
拡
が
り
、
広
い
歩
道
が
整
備
さ

れ
る
可
能
性
等
も
想
定
さ
れ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
、
安
全
安
心
な
毎
日
を
過
ご

さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
周
辺
の

道
路
環
境
の
改
善
は
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
県
道
拡
幅
工
事
の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
判
明
し
た
と

こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
通
学
路
の
再
検
討
や
、
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
等
を
実
施
し
、

よ
り
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
政
務
調
査
費
の
使
途
に
係
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
五
月

二
日
よ
り
施
行
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
政
務
調
査
費
は
会
派
（
議
員
）

が
行
う
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
調
査
研
究
活
動
以
外
の

経
費
に
使
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
か
ら
の
交
付
金
で
あ
り
、

そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
適
正
な
取

り
扱
い
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
「
按
分
」
で
の
使
用
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
（
領
収
証
書
の
全

額
が
政
務
調
査
費
に
該
当
す
る
こ

と
）

　
政
務
調
査
活
動
と
議
員
個
別
の

議
員
活
動
は
一
体
と
な
っ
て
い
る

場
合
も
多
く
、
政
務
調
査
費
の
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
使
途
に
沿
っ
て
支
出
し
、
川

越
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
使
途
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　
旅
費
は
、
「
議
会
の
議
員
の
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
」
第
四
条
第

二
項
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と

し
ま
す
。

　
旅
費
精
算
書
に
よ
り
旅
費
金
額

を
求
め
、
会
派
経
理
責
任
者
の
確

認
を
得
る
こ
と
と
し
、
燃
料
費
は

満
タ
ン
方
式
で
給
油
時
に
領
収
書

を
得
る
か
、
走
行
一
km
あ
た
り
二

十
円
で
精
算
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
た
場
合
は
、

精
算
書
に
出
入
イ
ン
タ
ー
名
と
金

額
を
明
記
し
ま
す
。
（
領
収
書
が

あ
る
場
合
は
添
付
し
ま
す
。
）

　
領
収
書
そ
の
他
支
出
を
証
す
る

書
面
は
事
務
局
に
て
い
つ
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
九
時
〜
十
六
時
ま
で
）

　
ま
た
、
写
し
を
求
め
る
場
合
は

「
川
越
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基

づ
く
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
閲
覧
や
公
開
は
、
毎
年
六
月
三

十
日
以
降
か
ら
、
前
年
度
の
も
の

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
十
九
年
五
月
分
か
ら
の
適
用
で

す
の
で
、
平
成
二
十
年
六
月
三
十

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
　
　
柿
　
田
　
有
　
一

問答 答

日
本
共
産
党
　
　
川
　
口
　
知
　
子

問日
本
共
産
党
　
　
本
　
山
　
修
　
一

問 答

日
本
共
産
党
　
　
佐
　
藤
　
恵
　
士

問答

啓
政
会
　
　
三
　
上
　
喜
久
蔵

問答

啓
政
会
　
　
若
　
海
　
　
　
保

問答

政
務
調
査
費
の
使
途
に
係
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

基
本
的
事
項

旅
費
の
算
出
根
拠

自
動
車
を
利
用
し
た
旅
費
算
出

領
収
書
の
公
開

規程項目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

人　件　費

その他経費

事　　例 支出できる例 支出できない例

研究会・研修会を主催
（単なる懇談会の場となら
ないように、資料などを作
成し保管）

研究会・研修会に参加
（酒食を共にする会合や個
人的な資格で加入する会合
には支出しない）

会場費、音響機器などの借り上げ、講師謝金、茶菓
代、資料印刷・コピー費、交通費（公共交通機関代
・燃料代・駐車場代等）、タクシー代（ただし、相
当の理由がある場合に会派経理責任者の承認を得て
利用すること）

出席者負担金、会費、旅費（交通費・宿泊費・日当）、
タクシー代（上記ただし書き）

講師旅費（謝金に含めて領収書受領）、食事代、運
転代行

政治資金パーティー、個人的な資格で参加する団体
の会費（青年会議所、ロータリークラブ、趣味の会、
サークル等）

市内調査（比較的近距離）
市外調査（比較的遠距離）
など

交通費（公共交通機関代・燃料代・駐車場代・高速
代等）、タクシー代（上記ただし書き）、宿泊費・
日当、資料等の購入、視察先手みやげ（１カ所３０
００円を限度とする）

印刷製本

印刷代（印刷、用紙、インクなど）、事務機器（印
刷機、パソコン、プリンタ、折り機など）リース代、
事務機器（同上）購入、記録媒体（CDRなど）、文
房具

翻訳料 外国文献の翻訳、資料の音訳化や点字化

原稿料・市政分析 外部の団体や企業などへの調査委託

書籍購入・購読料
（領収書に書籍名などを表
書きする）

新聞、書籍、各種情報誌、会派インターネット使用
料（接続料・プロバイダ料）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ、購入資料の送料

車の維持費、修理費、事故に係わる費用、食事先等
への移動費用
　交通費の精算は旅費精算書にて精算をおこなう
　旅費は「議会の議員の報酬等に関する条例」の例
　により算出する

スポーツ紙、一般週刊誌、同じ資料の複数冊購入

固定・携帯電話代、食事代

広報活動

広報紙、報告書の印刷製本費、送付費用（封筒、送
料など）、新聞折り込み、ポスティング、会派ホー
ムページ維持管理費用（ホームページ管理、サーバ
ー借用）

広聴活動 アンケートなど印刷費、広聴会開催会場費など、茶
菓代

３親等内親族に対する支出は認めない(調査研究活動として明確
な業務内容であり、具体的
に雇用契約を結ぶこと)

賃金、手当、社会保険料

議長が認めていない経費調査研究に必要な経費で議
長が認めたもの

その都度必要に応じて議長が認める
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残
っ
て
い
る
の
で
、
方
向
転
換
な

り
が
で
き
る
よ
う
最
後
ま
で
努
力

し
た
い
。

　
　
百
人
を
超
す
待
機
児
の
一
方
、

家
庭
保
育
室
は
百
人
以
上
の
空
き

が
あ
る
。
高
い
家
庭
保
育
室
の
保

育
料
を
公
立
保
育
園
と
同
一
に
す

べ
き
だ
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
公
立
保
育
園
と
家
庭
保
育
室

の
保
育
料
の
格
差
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
家
庭
保
育
室

利
用
保
護
者
へ
の
助
成
を
拡
充
し
、

そ
の
縮
小
に
努
め
て
い
る
。

　
保
育
料
は
、
公
立
保
育
園
で
は

世
帯
の
所
得
税
額
及
び
市
民
税
課

税
額
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
家
庭
保

育
室
で
は
各
施
設
が
決
め
て
い
る
。

　
家
庭
保
育
室
の
平
均
的
な
保
育

料
か
ら
市
の
助
成
に
よ
る
保
育
料

軽
減
費
を
差
し
引
い
た
保
育
料
と

公
立
保
育
園
の
保
育
料
を
比
較
す

る
と
、
給
与
収
入
三
百
万
円
の
世

帯
で
一
万
五
千
八
百
円
、
五
百
万

円
の
世
帯
で
一
万
八
千
百
円
の
格

差
が
存
在
す
る
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
も
順
次
格

差
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
増
税
で
市
民
生
活
が
大
変
で

あ
る
。
所
得
の
控
除
が
で
き
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
」
を
要
介
護
認
定
者
全
員
に
送

る
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
十
八
年
の
川
越
市
に
お

け
る
要
介
護
認
定
者
数
の
状
況
は
、

要
介
護
一
は
千
八
百
九
人
、
要
介

護
二
は
千
二
百
九
十
二
人
、
要
介

護
三
は
千
三
百
八
十
六
人
、
要
介

護
四
は
千
百
八
十
三
人
、
要
介
護

五
は
八
百
三
十
一
人
で
、
六
千
五

百
一
人
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
毎
年
一

月
に
発
行
し
て
い
る
広
報
川
越
で

周
知
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
は
、
よ
り
一
層
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
要
介
護

認
定
者
全
員
に
対
し
、
障
害
者
控

除
の
お
知
ら
せ
文
書
に
併
せ
、
申

請
書
も
送
付
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
低
賃
金
や
無
法
で
働
く
人
が

苦
し
ん
で
い
る
。
「
ポ
ケ
ッ
ト
労

働
法
」
を
成
人
式
で
配
る
な
ど
、

働
く
人
に
権
利
を
知
ら
せ
る
取
り

組
み
を
独
自
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
最
低
賃
金
や
労
働
組
合
等
に

つ
い
て
も
、
「
ポ
ケ
ッ
ト
労
働

法
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
組
合

で
の
団
体
交
渉
に
至
ら
な
い
方
、

正
規
就
労
で
な
い
方
の
雇
用
改
善

を
行
政
と
し
て
努
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、
雇
用
側
で
あ
る
企
業
の

発
展
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
川
越
市
と
し
て
は
、
今
後
も
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
協
力
し
な
が

ら
、
雇
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
な

ど
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
多
く
の

効
果
的
な
例
を
参
考
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
働
く
人
が
快
適
な
状
況

で
安
心
し
て
、
良
い
待
遇
の
下
で

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
「
消
え
た
年
金
」
市
民
の
不
安

を
な
く
す
た
め
、
市
は
、
市
民
に

代
わ
っ
て
社
会
保
険
事
務
所
に
加

入
記
録
の
照
会
を
行
う
照
会
代
行

を
急
い
で
や
る
べ
き
だ
。

　
　
今
回
の
問
題
の
根
底
に
は
、

年
金
制
度
特
有
の
「
申
請
・
届
出

主
義
」
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国

の
対
策
も
、
加
入
履
歴
等
の
情
報

提
供
や
呼
び
か
け
は
行
う
が
、
届

出
を
行
っ
た
方
の
み
を
救
済
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
「
年
金
保
険
料
納
付
記
録
の

照
会
届
出
書
」
を
市
の
窓
口
で
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
回
答
し
て
も
ら

う
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
も

実
施
の
方
向
で
進
め
た
い
と
の
意

向
が
あ
っ
た
の
で
、
更
に
具
体
的

な
協
議
を
し
、
早
期
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
地

・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
に

つ
い
て
の
川
越
市
の
取
り
組
み
は
、

伊
佐
沼
周
辺
と
北
山
田
地
区
だ
が
、

川
越
市
全
域
に
拡
げ
る
べ
き
だ
。

　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
は
、
食
料
の
安
定
供
給
や
、

農
地
等
の
機
能
維
持
の
た
め
、
地

域
で
行
う
農
業
基
盤
の
保
全
管
理

や
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る

営
農
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
地
区
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
農

振
農
用
地
を
対
象
に
積
極
的
に
環

境
保
全
に
取
り
組
む
地
域
で
あ
り
、

農
業
者
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外
の

方
々
の
参
加
も
前
提
と
な
る
た
め
、

活
動
組
織
の
体
制
づ
く
り
な
ど
、

十
分
視
野
に
入
れ
な
が
ら
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
国
の
地
方
へ
の
負
担
軽

減
策
等
も
慎
重
に
見
守
り
な
が
ら
、

ま
た
、
県
等
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
こ
の
対
策
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
南
古
谷
地
区
の
人
口
の
急
増

に
よ
る
地
区
内
の
学
校
を
巡
る
諸

問
題
、
特
に
県
道
並
木
川
崎
線
拡

幅
に
伴
う
南
古
谷
小
学
校
へ
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
計
画
さ
れ
て
い
る
県
道
拡
幅

工
事
が
行
わ
れ
る
と
、
手
狭
に
な

っ
て
い
る
南
古
谷
小
学
校
の
校
地

が
、
更
に
縮
小
し
て
し
ま
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
一
方
、
車
道
の
幅

が
拡
が
り
、
広
い
歩
道
が
整
備
さ

れ
る
可
能
性
等
も
想
定
さ
れ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
、
安
全
安
心
な
毎
日
を
過
ご

さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
周
辺
の

道
路
環
境
の
改
善
は
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
県
道
拡
幅
工
事
の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
判
明
し
た
と

こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
通
学
路
の
再
検
討
や
、
交
通

安
全
教
育
の
徹
底
等
を
実
施
し
、

よ
り
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
政
務
調
査
費
の
使
途
に
係
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
五
月

二
日
よ
り
施
行
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
政
務
調
査
費
は
会
派
（
議
員
）

が
行
う
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
調
査
研
究
活
動
以
外
の

経
費
に
使
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
税
金
か
ら
の
交
付
金
で
あ
り
、

そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
適
正
な
取

り
扱
い
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
「
按
分
」
で
の
使
用
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
（
領
収
証
書
の
全

額
が
政
務
調
査
費
に
該
当
す
る
こ

と
）

　
政
務
調
査
活
動
と
議
員
個
別
の

議
員
活
動
は
一
体
と
な
っ
て
い
る

場
合
も
多
く
、
政
務
調
査
費
の
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
使
途
に
沿
っ
て
支
出
し
、
川

越
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
使
途
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　
旅
費
は
、
「
議
会
の
議
員
の
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
」
第
四
条
第

二
項
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と

し
ま
す
。

　
旅
費
精
算
書
に
よ
り
旅
費
金
額

を
求
め
、
会
派
経
理
責
任
者
の
確

認
を
得
る
こ
と
と
し
、
燃
料
費
は

満
タ
ン
方
式
で
給
油
時
に
領
収
書

を
得
る
か
、
走
行
一
km
あ
た
り
二

十
円
で
精
算
し
ま
す
。

　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
た
場
合
は
、

精
算
書
に
出
入
イ
ン
タ
ー
名
と
金

額
を
明
記
し
ま
す
。
（
領
収
書
が

あ
る
場
合
は
添
付
し
ま
す
。
）

　
領
収
書
そ
の
他
支
出
を
証
す
る

書
面
は
事
務
局
に
て
い
つ
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
九
時
〜
十
六
時
ま
で
）

　
ま
た
、
写
し
を
求
め
る
場
合
は

「
川
越
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基

づ
く
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
閲
覧
や
公
開
は
、
毎
年
六
月
三

十
日
以
降
か
ら
、
前
年
度
の
も
の

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
十
九
年
五
月
分
か
ら
の
適
用
で

す
の
で
、
平
成
二
十
年
六
月
三
十

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
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本
共
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問答 答

日
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共
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党
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口
　
知
　
子

問日
本
共
産
党
　
　
本
　
山
　
修
　
一

問 答

日
本
共
産
党
　
　
佐
　
藤
　
恵
　
士

問答

啓
政
会
　
　
三
　
上
　
喜
久
蔵

問答

啓
政
会
　
　
若
　
海
　
　
　
保

問答

政
務
調
査
費
の
使
途
に
係
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

基
本
的
事
項

旅
費
の
算
出
根
拠

自
動
車
を
利
用
し
た
旅
費
算
出

領
収
書
の
公
開

規程項目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

人　件　費

その他経費

事　　例 支出できる例 支出できない例

研究会・研修会を主催
（単なる懇談会の場となら
ないように、資料などを作
成し保管）

研究会・研修会に参加
（酒食を共にする会合や個
人的な資格で加入する会合
には支出しない）

会場費、音響機器などの借り上げ、講師謝金、茶菓
代、資料印刷・コピー費、交通費（公共交通機関代
・燃料代・駐車場代等）、タクシー代（ただし、相
当の理由がある場合に会派経理責任者の承認を得て
利用すること）

出席者負担金、会費、旅費（交通費・宿泊費・日当）、
タクシー代（上記ただし書き）

講師旅費（謝金に含めて領収書受領）、食事代、運
転代行

政治資金パーティー、個人的な資格で参加する団体
の会費（青年会議所、ロータリークラブ、趣味の会、
サークル等）

市内調査（比較的近距離）
市外調査（比較的遠距離）
など

交通費（公共交通機関代・燃料代・駐車場代・高速
代等）、タクシー代（上記ただし書き）、宿泊費・
日当、資料等の購入、視察先手みやげ（１カ所３０
００円を限度とする）

印刷製本

印刷代（印刷、用紙、インクなど）、事務機器（印
刷機、パソコン、プリンタ、折り機など）リース代、
事務機器（同上）購入、記録媒体（CDRなど）、文
房具

翻訳料 外国文献の翻訳、資料の音訳化や点字化

原稿料・市政分析 外部の団体や企業などへの調査委託

書籍購入・購読料
（領収書に書籍名などを表
書きする）

新聞、書籍、各種情報誌、会派インターネット使用
料（接続料・プロバイダ料）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ、購入資料の送料

車の維持費、修理費、事故に係わる費用、食事先等
への移動費用
　交通費の精算は旅費精算書にて精算をおこなう
　旅費は「議会の議員の報酬等に関する条例」の例
　により算出する

スポーツ紙、一般週刊誌、同じ資料の複数冊購入

固定・携帯電話代、食事代

広報活動

広報紙、報告書の印刷製本費、送付費用（封筒、送
料など）、新聞折り込み、ポスティング、会派ホー
ムページ維持管理費用（ホームページ管理、サーバ
ー借用）

広聴活動 アンケートなど印刷費、広聴会開催会場費など、茶
菓代

３親等内親族に対する支出は認めない(調査研究活動として明確
な業務内容であり、具体的
に雇用契約を結ぶこと)

賃金、手当、社会保険料

議長が認めていない経費調査研究に必要な経費で議
長が認めたもの

その都度必要に応じて議長が認める


